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本書の特徴と使い方

看護師国家試験・過去問

エクリン汗腺

自由神経終末
じ  ゆう しん けい しゅう まつ

しょう たい

かん せん

もう ほう

パチニ小体

毛包受容器

表
皮

真
皮

皮
下
組
織

アポクリン汗腺

メルケル細胞 マイスネル小体

ルフィニ小体

   図１　皮膚受容器   

感覚器系

感覚 学習日： 　　月　　 日

 国内外を問わず毎日様々な事件が起こっており、報道機関の記者がそれ
を取材し、情報提供してくれています。身体の内外の環境も刻々と変化
しており、これらの変化を情報としてキャッチしてくれているのが感覚器
系です。

 記者により政治、経済、教育、国際問題、文化、スポーツなど取材する分
野が決まっているように、光情報は眼、音情報は耳、温度情報は皮膚というように、感覚器には扱え
る情報の種類が決まっています。感覚器系がキャッチした情報を中

ちゅう
枢
すう

神経系に伝達するのは末
まっ

梢
しょう

神経
系ですが、感覚器は異なる種類の感覚情報を中枢神経系に伝達できるように、電気信号に変換してい
るのです。

I n t r o d u c t i o n

情報をキャッチする身体の記者

第10章

10．感覚器系
情報をキャッチするからだの記者

11．運動系
おいしく食べられるのも運動系のおかげ

12．内分泌系
からだのなかの一般病棟

13．生殖器系
生殖細胞は唯一死なない細胞

なぞって塗ってみよう！な
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感
覚
器
系

10
第

章

M e m o

▲  鼻：嗅覚
●嗅

きゅう

覚
かく

は、鼻腔上部の嗅
きゅう

粘
ねん

膜
まく

である〔　　　　　　　〕にある〔　　　　　〕
細胞により感知される（図２）。

●嗅
きゅう

細
さい

胞
ぼう

は、一端は嗅
きゅう

毛
もう

となっており、もう一端からは嗅
きゅう

神
しん

経
けい

が出る。

▲  舌：味覚
●味

み

覚
かく

の受容器は〔　　　　　　〕で、味
み

細
さい

胞
ぼう

が味覚を感知する（図３）。

●味覚の種類は、甘味、酸味、苦味、塩味、旨
うま

味
み

の５種類とされる。

●舌の前方2/3の味覚は〔　　　　　　〕神経、後方1/3の味覚は〔　　　　

　〕神経により伝わる。

嗅球

前頭洞

鼻腔

外鼻孔

嗅神経
嗅毛

下鼻甲介

中鼻甲介
上鼻甲介 蝶形骨洞

ちょう けい こつ どう
じょう   び  こう かい

び  くう

きゅうもう

がい  び  こう

ぜん とう どう

こう こう がい
なん こう がい

きゅう きゅう

耳管開口部

硬口蓋 軟口蓋

   図２　鼻の構造   

がんめん

さん  さ

ぜついん

舌咽神経
（味覚と皮膚感覚）

顔面神経
（皮膚感覚は三叉神経）

   図３　味覚を伝える神経   

【１】痛覚は順応しにくい。

【２】虹彩は眼球に入る光の量を調節する。

【３】耳小骨は内耳にある。

【４】半規管は聴覚の受容器である。

【５】味覚には５つの基本味がある。

解答

【１】( 〇 )

【２】( 〇 )

【３】( × ) 内耳→中耳

【４】( × ) 聴覚→平衡覚

【５】( 〇 )

復習  ○ 問題

旨
うま

味
み

は日本人が発見
したんだよ。これの元
になる物質の代表が
グルタミン酸で、旨味
調味料の主成分だよ

アイスクリームの甘さ
を伝えるのは、顔面・
舌咽神経で、冷たさ
を伝えるのは三叉神
経だよ

同じにおいに対して
嗅覚の順応は早い
けど、遣うにおいに
は敏感だよ。だから
自分のにおいには
気づかないけど、他
人のにおいは気にな
るんだね
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復習○×問題
各章で学んできたこと、
解いてきたことが覚えら
れたか、○×で答えて確
認しよう！

学習日記入欄
学習した日を記入し
ておこう！

MEMO欄
授業で学習したポイントや
自分で調べた情報を書き込
んで、さらに理解を深めよ
う！

過去問
第１～ 13 章の穴埋めワークで学んだこ
とが覚えられたか、実際に必修・一般問
題で出た過去問を解いて確認してみよう

穴埋め問題
各器官系統の重要事項が空欄になってい
るよ。ドリルを解きながら、基本知識を
定着させよう！	単語が入っている問題は
正しいものを選んでね

解剖図
薄い線で描かれている解剖図
は、輪郭線をなぞって、色を
塗ってみよう。部位の名称の
穴埋め問題にもチャレンジ！

Introduction
各章で学ぶ内容を身近な例から
わかりやすく解説しているよ。
全体をイメージしてみてね

看護師国家試験　過去問
解答：2

１：×　核の中にはDNAが格納されている。
２：〇　�mRNAが核内から細胞質内に出てリボソームと結合し、リボ

ソーム内でたんぱく質の合成が行われる（翻訳）。
３：×　リソソームは不要物や異物を処理する。
４：×　ミトコンドリアはATPの大部分を合成する。
５：×　ゴルジ装置はたんぱく質を加工し、分泌小胞を形成する。

この問題の選択肢にある細胞内小器官の名称とはたらきは覚えま
しょう。

A d v i c e

１．核
２．リボソーム
３．リソソーム
４．ミトコンドリア
５．ゴルジ装置

タンパク合成が行われる細胞内小器
官はどれか。

第104回午前77
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第１章
参照

解答：4

１：×　トロンビンはフィブリノゲンをフィブリンに変換する。
２：×　４：〇　�損傷した血管の内側に血小板が凝集し、血栓が形成

される。これが一次止血である。フィブリンは二次
血栓を形成する（二次止血）。

３：×　プラスミンはプラスミノゲンからつくられる。

血管損傷による出血については、①血小板による一次止血（血小
板血栓）、②フィブリンによる二次止血（血液凝固）、③血管修復
後のプラスミンによるフィブリン溶解、の流れを押さえましょう。

A d v i c e

１．トロンビンは血栓を溶解する。
２．フィブリンは一次血栓を形成する。
３．プラスミンはフィブリノゲンから作

られる。
４．損傷を受けた血管内皮に血小板が付

着する。

血液の凝固・線溶系について正しい
のはどれか。

103回追加午後28

5
第２章
参照

解答：3

１：×　膀胱は上面だけが漿膜（腹膜）に覆われている。
２：×　�直腸の前方である。そのため、下腹部を圧迫すると排尿を介

助できる。
３：〇　膀胱内壁の粘膜は伸縮性のある移行上皮である。
４：×　膀胱壁を構成する平滑筋は３層からなる。

尿の貯蔵庫である膀胱の構造として伸縮能をもつ平滑筋と移行上
皮であること、特に粘膜が移行上皮であることを押さえることは
重要です。膀胱の一部は漿膜（腹膜）に覆われているので、１は
まったくの間違いというわけではありませんが、３のほうがより
正解に近いです。

A d v i c e

１．漿膜で覆われている。
２．直腸の後方に存在する。
３．粘膜は移行上皮である。
４．筋層は２層構造である。

膀胱で正しいのはどれか。

第104回午後28

2
第１章
参照

解答：2

腕頭動脈は大動脈弓から最初に分岐する動脈で、のちに右の総頸動脈
と鎖骨下動脈に分岐する。左の総頸動脈と鎖骨下動脈は大動脈弓から
直接分岐する。

外見は左右対称に見える人体も中は左右対称ではない部分があり、
出題されやすいところです。血管では腕頭動脈以外にも無対の動
脈や静脈を押さえておきましょう。

A d v i c e
１．総頸動脈
２．腕頭動脈
３．腋窩動脈
４．内頸動脈
５．鎖骨下動脈

人体の右側のみにあるのはどれか。

第102回午前83

6
第３章
参照

解答：1

１：〇　IgAは母乳、唾液などの外分泌液に含まれる。
２：×　�肥満細胞に付着した IgE に花粉などの抗原が結合すると、肥

満細胞からヒスタミンが放出され、そのヒスタミンがアレル
ギー反応を引き起こす。

３：×　�IgG は免疫グロブリンの中で最も量が多く、胎盤を通過でき
るので、母体の IgGが胎児に移行する。

４：×　�IgMは抗原が侵入すると最初につくられる。

免疫グロブリンには、この問題の選択肢のほかに最も量が少ない
IgDがあります。最も量が多く唯一胎盤を通過できる IgG、および
アレルギーに関与する IgEはしっかり押さえましょう。

A d v i c e

１．IgA
２．IgE
３．IgG
４．IgM

母乳中に含まれている免疫グロブリ
ンで最も多いのはどれか。

第108回午前8�必修問題

4
第２章
参照

解答：2

縦隔は、左右の肺で囲まれた胸腔の中央部分を指す。
１：×　肺そのものは縦隔に含まれない。
２：〇　�胸腺は縦隔上部から前部にかけて胸骨体の後面に位置する。

心臓は縦隔の大部分を占め、心臓に出入りする大血管や器官、
食道なども縦隔にある。

３：×　副腎は腹腔にある。
４：×　甲状腺は甲状軟骨の下、すなわち頸部にある。

縦隔の定義とそこに含まれる器官をしっかり押さえることが重要
です。

A d v i c e

１．肺
２．胸腺
３．副腎
４．甲状腺

縦隔に含まれるのはどれか。

第106回午前28

8
第４章
参照

解答：3

１、２：×　血液細胞は浸透圧を生じない。
３：〇　　　アルブミンは最も量が多い血漿たんぱく質である。
４、５：×　�グルコース（ブドウ糖）とナトリウムイオン（Na+）も

浸透圧を生じるが、たんぱく質ではないので膠質浸透圧
とはいわない。

膠質浸透圧とは、たんぱく質がつくる浸透圧と定義されています。
血漿たんぱく質は毛細血管を自由に通過できないため、濃度差を
減らすために水を引っ張る浸透圧が生じます。

A d v i c e

１．血小板
２．赤血球
３．アルブミン
４．グルコース
５．ナトリウムイオン

血液中の濃度の変化が膠質浸透圧に
影響を与えるのはどれか。

第107回午後72

3
第１章
参照

解答：4

１、２：×　�胎児は肺呼吸をしていないので、肺動・静脈を流れる血
液量は少ない。

３：×　　　�胎児の心臓から拍出される血液のうち、２本の内腸骨動
脈から分岐したのが２本の臍動脈である。

４：〇　　　�胎盤でガス交換がなされ、酸素含量の多い動脈血が胎児
の心臓に向かって流れるのが臍静脈である。

心臓から拍出される血液が流れるのが壁の厚い動脈、心臓へ戻る
血液が流れるのが壁の薄い静脈です。それは、胎児の心臓も同じ
です。

A d v i c e

１．肺動脈
２．肺静脈
３．臍動脈
４．臍静脈

胎児循環で酸素を最も多く含む血液
が流れているのはどれか。

第108回午前7�必修問題

7
第３章
参照
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覚えられたか、解い
てみよう！ これで解
剖生理がマスターで
きたかわかる！

1テーマ２ページ
で学習できるか
ら、毎日少しず
つやってみよう！
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学習計画表

読者P R E S E N T
さらなる使い方を提案します！

フリクションボール
スリム038（オレンジ）

（株式会社パイロットコーポレーション）

Chigiru（チギル）
暗記用赤シートセット
（ヤマト株式会社）

ポスト・イット®® 
ジョーブ インデックス（カラフル）
（スリーエム ジャパン）

専用ラバーでこすると温度変化によりイ
ンキの色が無色透明になり、こすっても
消しカスが出ません。芯の太さが
0.38mmなので細かいところへの書き込
みなどにも便利です。オレンジ色のペン
は赤シートで消えやすいため、暗記の際
に最適です。

青い5mm方眼のミ
シン目が入った、ち
ぎって使うフィルム
ふせんです。ふせん
は全面のり付なの
で、隠したい文章に
ぴったり貼ることが
できます。これに付
属の暗記用赤シートを重ねれば、文字を
隠すことができます。

丈夫で破れにくいイ
ンデックスです。貼
ると下が透けるの
で、文字や絵の上に
貼ることもできま
す。1枚ずつ取り出
せるポップアップ式
です。系統ごとなど
にインデックスを貼れば、すぐ教科書や
本、ノートを開くことができます。

※巻末のはがき、もしくははがきの表にあるQRコードからご応募ください。

3つをセットにして3名様にプレゼント！

チェック欄 項目 総ページ 日付

第１章　細胞・組織 8 ／　　　〜　　　／
第２章　血液と生体防御 10 ／　　　〜　　　／
第３章　循環器系 12 ／　　　〜　　　／
第４章　呼吸器系 8 ／　　　〜　　　／
第５章　消化器系 12 ／　  　　〜　　　／
第６章　代謝 4 ／　　　〜　　　／
第７章　体温 4 ／　　　〜　　　／
第８章　泌尿器系 8 ／　　　〜　　　／
第９章　神経系 12 ／　　　〜　　　／
第 10章　感覚器系 6 ／　　　〜　　　／
第 11章　運動系 14 ／　　　〜　　　／
第 12章　内分泌系 8 ／　　　〜　　　／
第 13章　生殖器系 8 ／　　　〜　　　／

無理なく進められるように学習スケジュールを立てよう！

別冊解答で答え合わせしよう！
【第１章】
細胞・組織
 人体のつくり①・化学  〈p.6〉160　2カルシウム　3リン　4カリウム　5ナトリウム　6鉄　7ヨウ素　8グルコース　

9スクロース　ラクトース　マルトース　グリコーゲン　肝臓　でんぷん　

トリグリセリド　細胞膜
まく

 人体のつくり②・細胞  〈p.8〉　（ は順不同）1アミノ酸　2ヌクレオチド　3３　4DNA　5たんぱく質　6たんぱく質　7酵
こう

素
そ

　

8ATP（アデノシン三リン酸）　9リン脂質　受容体　半　脂　不要　水　チャネル　

担
たん

体
たい

　不要　ポンプ　必要　外　内　内　外　
 染色体の構造とたんぱく質合成  〈p.10〉122　2２　346　4Ｘ　5Ｙ　6Ｘ　7DNA　8ヒストン　9チミン　ウラシル　２　１　

ｍ　ｒ　ｔ　転写　３　翻訳 組織  〈p.12〉　
1単層扁

へん

平
ぺい

上
じょう

皮
ひ

　2重層扁平上皮　3単層立
りっ

方
ぽう

上皮　4単層円
えん

柱
ちゅう

上皮　5移行上皮　6多
た

列
れつ

線
せん

毛
もう

上皮　

7コラーゲン　8エラスチン　9血液　もつ　もたない　随
ずい

意
い

　不随意　神経細胞　

神経膠
こう

細胞

【第２章】
血液と生体防御
 体液のなかの血液の位置づけ  〈p.14〉　1間

かん

質
しつ

液
えき

　2血
けっ

漿
しょう

　340　420　57.35　67.45　7８　8血球　9血漿　たんぱく質　

ヘマトクリット　肝臓　アルブミン　できない　多い　膠
こう

質
しつ

浸
しん

透
とう

圧
あつ

　抗
こう

体
たい

　

血液　血
けっ

清
せい

　
 血液の細胞成分（血球）  〈p.16〉　（1～3、～、 は順不同）
1赤血球　2白血球　3血小板　4骨

こつ

髄
ずい

　5造
ぞう

血
けつ

幹
かん

細
さい

胞
ぼう

　6赤
せき

色
しょく

　7黄
おう

色
しょく

　8赤色　9造血因子　

もたない　酸素　ヘモグロビン　ヘム　グロビン　鉄　腎
じん

臓
ぞう

　エリスロポエチン　B12

120　脾
ひ

臓
ぞう

　溶
よう

血
けつ

　ヘム　ビリルビン　グロビン　もつ　顆
か

粒
りゅう

球
きゅう

　好
こう

中
ちゅう

球
きゅう

　好
こう

酸
さん

球
きゅう

好
こう

塩
えん

基
き

球
きゅう

　単
たん

球
きゅう

　リンパ球　多い　貪
どん

食
しょく

　アレルギー　ヒスタミン　マクロファージ　

貪食　抗
こう

原
げん

提
てい

示
じ

　胸
きょう

腺
せん

　細胞性　骨髄　液性　もたない　凝
ぎょう

固
こ

　酸素の運搬　

生体防御　血液凝固

Clinical Study  2020年 5 月臨時増刊号 ふろく別冊解答　1

2020 年５月臨時増刊号 Vol.41 No.6自分でつくる 解剖生理ポイントノート 別　冊　解　答
ふろく

なくしてしまっても大丈夫！        

問題の解答は『別冊解答』に掲載されています。自分で調べたり書き込んだりした後は、
解答を見て答え合わせをしながら、ノートを完成させていきましょう。

もし、『別冊解答』を紛失してしまってもあわてないで！
メヂカルフレンド社のホームページから解答を印刷する
ことができます。
http://www.medical-friend.co.jp/biblioDetail.php?b_id=1265

※色はブルー、レッド、イエローです
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頸

会陰

腹

殿（後面）

背（後面）

腰（後面）

頭

顔

胸

上腕

前腕

大腿

下腿

足

自由上肢

自由下肢

手

人体MAP
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全体像をつかもう！
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身体の中を

のぞいてみよう！
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細胞・組織

▲  細胞の代謝を支える器官系の協力（図１）

⃝人体はいくつかの器官系から構成されており、それぞれ

の機能を分担し協力し合うことで、生命活動が維持され

ている。

・外皮系：外部環境から身体全体を保護する

・呼吸器系：血液に酸素（O2）を供給し、二酸化炭素

（CO2）を血液から除去する

・消化器系：栄養素を血液に供給する

・泌尿器系：代
た い

謝
し ゃ

産物を血液から除去する

・循環器系：血液成分を運
う ん

搬
ぱ ん

する 

・神経系と内分泌系：各器官系が協力しやすいようには

たらきを調節する（図には記載なし）

⃝細胞は、間
か ん

質
し つ

液を介して、血液から酸素と栄養素を取り

込み、それを細胞内で利用してエネルギー（ATP）を

生成し（代謝）、その際に生じた二酸化炭素などの代謝

産物は血液に出している。

▲
 生体の化学成分

⃝生
せ い

体
た い

を構成する化合物は、無
む

機
き

物質と有
ゆ う

機
き

化合物に分け

られる。

人体のつくり①・化学 学習日： 　　月　　 日

	人間の身体には細
さい
胞
ぼう
、組

そ
織
しき
、器

き
官
かん
、器官系

けい
といった、様々なレベルでと

らえられる構造がありますが、これらは人間の社会のしくみにたとえて
考えることができます。

	病院で働く人（細胞）のうち、看護師は看護部、医師は診療部、事務員
は事務部というように、同じ仕事をする人どうしが集まり組織（組織）を
つくります。これらの組織が集まり病院という機関（器官）が機能します。病院は診療所、老人ホー
ム、保健所などとともに医療・福祉の産業（器官系）を分担しています。

	医療福祉（器官系）は、農業、建設業、製造業、情報通信業、運輸業、サービス業など様々な産業（器
官系）と協調しながら、人間の社会生活（個体）を支えています。

I n t r o d u c t i o n

人間の身体は小さな社会

第1章

栄養素

心臓

毛細血管

代謝物

尿 便

細胞

食物

間質液

CO2
栄養素O2 血液

毛細血管

代謝：C6H12O6＋6O2 ⇒ 6H2O＋6CO2＋38ATP
（グルコース）

代謝産物

   図１　細胞の代謝と器官系の協力   
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M e m o

▲  無機物質　※炭素（C）を含まないもの。一酸化炭素（CO）や二酸化炭素（CO2）を除く

⃝水（体
た い

液
え き

、H2O）：最も多い成分。体重の〔1　　　　〕％を占める。

・細胞内液：細胞の中にある水分。カリウムイオン（K+）を多く含む。

・細胞外液：間
か ん

質
し つ

液、血
け っ

漿
しょう

など細胞の外にある水分。ナトリウムイオン（Na+）

を多く含む。

⃝無機質（主要なもの）

・〔2　　　　　　　　〕は骨や歯の構成成分。筋
き ん

収
しゅう

縮
しゅく

や血液凝
ぎょう

固
こ

にも必要

・〔3　　　　　〕は核酸やATPの一部の構成要素

・〔4　　　　　　〕は細胞内液、〔5　　　　　　　〕は細胞外液の主要な陽
よ う

イオンとなる

・〔6　　　　〕はヘモグロビン、〔7　　　　　〕は甲
こ う

状
じょう

腺
せ ん

ホルモンの構成要

素

▲  有機化合物　※炭素（C）を含むもの（CO、CO2を除く）。糖
とう

質
しつ

、脂
し

質
しつ

、たんぱく質、核
かく

酸
さん

など

糖質（炭水化物）
⃝体内に貯蔵されるが、ほとんどはエネルギー源として使用される。

①単
た ん

糖
と う

類：糖質の最小単位

②二
に

糖
と う

類：２個の単糖が結合したもの

③多
た

糖
と う

類：たくさんの単糖類が結合した貯蔵型の糖質

脂質
⃝エネルギー源や身体の構成成分となる。

①中性脂肪あるいは〔⓯　　　　　　　　　　〕＝グリセロール＋脂肪酸×３ 

主要な貯蔵エネルギー。

②リン脂質：〔⓰　　　　　　〕の主成分、神経組織に豊富に存在

③コレステロール：胆
た ん

汁
じゅう

酸
さ ん

、ビタミンＤ、ステロイドホルモンの材料となる。

〈例〉［六炭糖］ 〔8　　　　　　　　〕（＝ブドウ糖）、フルクトース（＝果糖）、
ガラクトース

［五炭糖］リボース、デオキシリボース：RNA、DNAの構成要素

〈例〉 〔9　　　　　　　　〕（＝ショ糖） ：甘味料である砂糖の主成分 

〔�　　　　　　　　〕（＝乳糖）　  ：母乳の糖質の主成分 

〔�　　　　　　　　〕（＝麦
ば く

芽
が

糖） ：でんぷんの途中分解産物

〈例〉 〔�　　　　　　　　　〕：〔�　　　　　〕、筋肉に存在。

〔⓮　　　　　　　〕：植物の貯蔵型の多糖

   図　単糖のかたち   

グルコース

フルクトース

ガラクトース

※中性脂肪の構造を炭素骨格だけで表示

   図　中性脂肪の構造    

   図　ステロイド骨格   

Na+Na+

Na+

Na+

Na+ Na+
Na+Na+

K+

K+K+ K+

K+K+K+

細胞内液

細胞外液

図　 細胞内外の体液
と主なイオン
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たんぱく質
⃝多数の〔1　　　　　　　〕が鎖

くさり

状に結合して構成される。

①構
こ う

造
ぞ う

たんぱく質：人体を構成する組織の成分となる。

②機
き

能
の う

たんぱく質：生体内で様々な機能を担う。

核酸
⃝リン酸

さ ん

基
き

・糖・塩
え ん

基
き

で構成される〔2　　　　　　　　　〕が多数つながった鎖。

核の中にある酸性の物質で、DNAとRNAがある。

▲  

アデノシン三リン酸（ATP）
⃝生体エネルギーの通貨ともいわれ、生体すべての生命活動に利用される。

⃝アデノシン（アデニン＋リボース）に〔3　　　　〕個のリン酸が結合したもの。

⃝加
か

水
す い

分
ぶ ん

解
か い

によりリン酸基が切断されるとき、エネルギーが放出される。

　　　　 ATP： アデニン-リボース-Ⓟ-Ⓟ-Ⓟ

　　　　 ADP： アデニン-リボース-Ⓟ-Ⓟ-≈-Ⓟ＋エネルギー

 
※Ⓟ＝高エネルギーリン酸

▲  細胞（図１）

⃝細胞は生物の基本単位で、細胞膜によって外界と区切られる。

〈例〉コラーゲン（骨・軟
な ん

骨
こ つ

、腱
け ん

など）、ケラチン（毛、爪など)

〈例〉ヘモグロビン（酸素の運搬）、酵
こ う

素
そ

（反応の触
しょく

媒
ば い

）、抗
こ う

体
た い

（生
せ い

体
た い

防
ぼ う

御
ぎ ょ

)

リボソームゴルジ装置
かくしょうたい

かつめんしょうほうたい

そ めん

かくまく

かくまくこう

しょう き  かん

粗面小胞体

核膜孔ミトコンドリア

細胞質には様々な小器官が存在する

（リボソームが付着している）

リソソーム

核小体

滑面小胞体

核膜

（リボソームが付着していない）

6　　　　　　　の合成

遺伝情報である4　　　　　　
の保管場所

5　　　　　　　の修飾・加工

様々な分解7　　　　　
を含む

8　　　　　　の産生

   図１　細胞の構造と細胞内小器官のはたらき   

M e m o

ヒトのたんぱく質
をつくるアミノ酸
は 20 種類あるよ

人体のつくり②・細胞 学習日： 　　月　　 日

C

R

H

COOHH2N
アミノ基 カルボキシル基

※Rは側鎖でアミノ酸に
よって異なる

   図　アミノ酸の基本構造   
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▲  細胞膜（図２、表１）

⃝〔9　　　　　　　〕を主体とした脂質の二重の層に、たんぱく質分子を浮
ふ

遊
ゆ う

させている。細胞膜上のたんぱく質のはたらきは、酵素、〔�　　　　　　〕、

輸送体に分けられる。

⃝細胞膜は水や電
で ん

解
か い

質
し つ

など特定の物質を通す〔�　不　・　半　・　全　〕透膜

である。

細胞膜を介した物質の移動
①脂質二重層の通過による移動

・アルコール、脂肪など〔�　脂　・　水　〕溶性の物質や水・ガス（O2、

CO2）など小さい分子は脂質二重層を通過できる（単純拡散という）。

・濃
の う

度
ど

勾
こ う

配
ば い

による拡散で、ATPは〔�　不要　・　必要　〕である。

②輸送体のはたらきによる移動

・電解質やグルコース、アミノ酸など〔⓮　脂　・　水　〕溶性の物質は輸送

体の助けが必要である。

・濃度勾配に沿って物質を通過させる（促
そ く

進
し ん

拡
か く

散
さ ん

という）輸送体には〔⓯　　

　　　　　　〕と〔⓰　　　　　〕がある。ATPは〔⓱　不要　・　必要　〕
である。

・チャネルはNa＋、Ca２＋などの電解質を通過させる。

・担
た ん

体
た い

はグルコース、アミノ酸などを通過させる。

・〔⓲　　　　　　〕は濃度勾配に逆らって物質を移動させる輸送体であり

（能
の う

動
ど う

輸
ゆ

送
そ う

という）、その際にはATPが〔⓳　不要　・　必要　〕である。

・Na＋は刺激によりチャネルのゲートが開くと、細胞〔⓴　内　・　外　〕か

ら細胞〔�　内　・　外　〕へ運ばれる（拡散する）。

・Na＋は、刺激がないときは、ポンプにより細胞〔㉒　内　・　外　〕から細

胞〔㉓　内　・　外　〕へ運ばれるため、細胞内より細胞外に高濃度に存在

する。

   表１　細胞膜の通過方法   

通過する
物質の性質 通過する場所 通過

方法

脂溶性 a. 脂質二重層 単純
拡散

水溶性 輸送体

b. チャネル 促進
拡散c. 担体

d. ポンプ 能動
輸送

a.脂質二重層

b.チャネル

Na+，Ca2+など グルコース
アミノ酸など

輸送体

Na+など
脂溶性物質濃

淡 ATP ADP+Ⓟ
c.担体 d.ポンプ

濃度匂配

細胞内液

細胞外液

   図２　細胞膜を介した物質の輸送   

M e m o

   図　拡散   

水分子

筆

絵の具

時間が
経つと……

拡散によって
濃度が均一になる

濃度が場所によって違う
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▲  染色体とDNAの構造（図１、２、表１）

⃝細胞の核
か く

の中には、男女共通の〔1　　　　〕組（44本）の常
じょう

染
せ ん

色
しょく

体
た い

と〔2　

　　　〕本の性染色体、合計〔3　　　　〕本の染色体がある。

⃝男性の性染色体は大きな〔4　　　　〕染色体と小さな〔5　　　　〕染色体

（X＋Y）、女性の染色体は〔6　　　　〕染色体（X）が２本である。

⃝染色体は〔7　　　　　　〕の二重らせんが、〔8　　　　　　　〕というたん

ぱく質に巻きついた構造である。

⃝DNAの塩基にはアデニン、グアニン、シトシン、チミンがあるが、RNAの塩

基には〔9　　　　　　　〕の代わりに〔�　　　　　　　〕がある。

⃝DNAは〔�　　　　〕本鎖であるが、RNAは〔�　　　　〕本鎖である。

クロマチン（染色質）

ヒストン

ヌクレオソーム
（ヒストン＋DNA）

DNA
（二重らせん構造）

染色体

細胞分裂のとき、
この構造が出現

   図１　ヒトの染色体   

G

G
G

G

C

C

C

C

A

A

A

A

T

T
T

T

D

D

D

D

D

D

D

D

D

DP

P

P
P

P

P

P

P リン酸

デオキシリボース

アデニン

グアニン

チミン

シトシン

各種の塩基

ヌクレオチド

塩基対

   図２　DNAの二重らせん構造   

染色体の構造とたんぱく質合成 学習日： 　　月　　 日 M e m o

   表１　DNAとRNAの違い   

DNA RNA

塩基

アデニン

グアニン

シトシン

チミン ウラシル

形 ２本鎖
さ

１本鎖
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▲  

たんぱく質合成
RNAの種類とたんぱく質合成における役割

・〔�　　　　〕RNA：DNAの遺伝情報を伝達する。

・〔⓮　　　　〕RNA：リボソームを構成し、たんぱく質合成の工場となる。

・〔⓯　　　　〕RNA：アミノ酸をリボソームに運搬する。

たんぱく質合成の過程（図３）

RNA合成酵素がDNA
に結合して二重らせん
構造がほどける

mRNAが核内から核膜
孔を経て細胞質に出て、
リボソームに接着する

アミノ酸

tRNA

アミノ酸を結合した
tRNA

DNA

mRNA

合成されたたん
ぱく質（ポリペプ
チド）

リボソーム

RNA合成酵素

核膜孔

コドン

核膜
細胞質 核内

CC

C

A

A

A TG

GG UU

G
G

G GU
U

C
CC C

A
A

①

③

② 　　　　　

DNAを鋳型にして相
補的な塩基配列をもつ
mRNAができる過程＊

い　がた

　　　　　：mRNAの塩基
配列がアミノ酸に変換・結合し、
たんぱく質が合成される過程

⑤

tRNAがmRNAの塩基
　　　　個に対応す
るアミノ酸をリボソームに
運んでくる

④

＊DNAの塩基Ａ（アデニン）はmRNA
ではＴ（チミン）ではなくＵ（ウラシル）
として転写される

設計図
（DNA）

伝達者
（mRNA）

合成工場
（rRNA）

製品
（たんぱく質）

原料
（tRNAとアミノ酸）

翻訳⇒合成

転写（コピー） 移動 供給（運搬）

   図３　たんぱく質合成の過程   

M e m o

mRNA：メッセンジャーRNA
rRNA	 ：リボソームRNA
tRNA	：		トランスファーRNA	

	または転移RNA
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⃝組織とは、同一の機能を有する細胞集団と細胞間
か ん

質
し つ

で構成されるもので、上
じょう

皮
ひ

組織、支持組織、筋組織、神経組織がある。

▲  上皮組織（表１、図１）

⃝身体の表面や体内の腔所の内面を覆い、身体表面の保護、吸収、分
ぶ ん

泌
ぴ つ

、濾
ろ

過
か

作

用をもつ。

▲  支持組織
⃝支持組織には結合組織、骨組織、軟骨組織がある。

⃝結合組織は、身体の組織や器官の間をつなぐ組織で、細胞と細胞の間にある細

胞間質となる。細胞間質には線
せ ん

維
い

とそれ以外のゲル状の基
き

質
し つ

からなる。

⃝骨組織や軟
な ん

骨
こ つ

組織にある膠
こ う

原
げ ん

線維は〔7　　　　　　　　〕、血管壁
へ き

に存在す

る弾
だ ん

性
せ い

線維は〔8　　　　　　　　〕というたんぱく質が主成分である。

⃝〔9　　　　　　〕やリンパ液は細胞間質が液体で、流動性の支持組織である。

   表１　上皮組織の種類と機能   （細胞の形と層の数を表す言葉を組み合わせて整理するとよい）

形
層の数

単層：吸収　外分泌　濾過 重層：保護

扁平
〔1　　　　　　　　　〕
〈例〉肺

はい
胞
ほう

、血管内皮、漿
しょう

膜
まく

〔2　　　　　　　　　〕
〈例〉表皮、口

こう
腔
くう

～食道

立方
〔3　　　　　　　　　〕
〈例〉甲

こう
状
じょう

腺
せん

、尿
にょう

細
さい

管
かん

重層立方上皮
（限局的）

円柱
〔4　　　　　　　　　〕
〈例〉胃～肛

こう
門
もん

重層円柱上皮
（限局的）

6　　　　　　　　
高さが異なる細胞が１層に
並んでおり、重層に見える。
線毛が塵やほこりを体外へ
運び出す。

〈例〉 鼻腔、気管、気管支

せん もう ちり

び くう き かん   し

5　　　　　　　
伸縮性のある上皮で、状
況に応じて細胞の形と層
が変化する。

〈例〉 膀胱、尿管
ぼう こう

重層扁平上皮
じゅうそうへんぺい じょう ひ

単層円柱上皮

たん そう

単層扁平上皮

胃

腎臓

肺胞

皮膚
気管支

肛
門

膀
胱

   図１　上皮組織   

M e m o組織 学習日： 　　月　　 日

   図　単層上皮と重層上皮   

内分泌

血管

吸収 外分泌

保護

濾過

単層上皮

重層上皮
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▲  筋組織（図２、表２）

⃝筋組織は、骨格筋、心筋、平
へ い

滑
か つ

筋
き ん

に分けられる。骨格筋と心筋は縞
し ま

模様の横
お う

紋
も ん

を〔�　もつ　・　もたない　〕が、平滑筋は横紋を〔�　もつ　・　もたない　〕。

⃝骨格筋は〔�　随
ず い

意
い

　・　不随意　〕筋、心筋と平滑筋は〔�　随意　・　不

随意　〕筋である。

▲  神経組織（図３）

⃝神経組織は神経系を構成する。〔⓮　　　　　　　〕（ニューロン）（図３）と 

〔⓯　　　　　　　　〕（グリア細胞）からなる。

⃝神経細胞は、情報を電気的に伝
で ん

導
ど う

する。

⃝神経膠
こ う

細胞は、神経細胞の活動を支持したり栄養を供給したりする。

平滑筋細胞心筋細胞骨格筋細胞

   図２　筋組織   

細胞体

軸索＝神経線維
髄鞘

ランビエ絞輪

樹状突起

シナプス

シナプス間隙に放出される神経伝達物質

   図３　神経細胞（ニューロン）   

復習  ○ 問題

M e m o

神経組識の詳しいは
たらきは第９章 神経
系（p.72～）を参考
にしよう！

【１】 細胞内液に最も多いイオンはNa＋（ナトリウ

ムイオン）である。

【２】 エネルギー物質であるATPはミトコンドリア

で産生される。

【３】 細胞膜上のNaポンプがはたらく際はATPを

必要とする。

【４】DNAにはウラシルが含まれる。

【５】 DNAからmRNAができる過程を翻訳という。

【６】肺胞の上皮細胞は単層扁平上皮である。

【７】心筋は随意筋である。

解答

【１】( × )  細胞内液→細胞外液 

or Na＋→K＋（カリウムイオン）

【２】( 〇 )

【３】( 〇 ) 

【４】( × )  DNA→RNA or ウラシル→チミン

【５】( × ) 翻訳→転写

【６】( 〇 ) 

【７】( × ) 随意筋→不随意筋

   表２　筋組織の特徴   

骨格筋 心筋 平滑筋
横紋 有 無
収縮 随意 不随意
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血液と生体防御

◦体液は体重の約60％を占め、そのうち〔3　　　〕％が細胞内液、〔4　　

　〕％が細胞外液である（図１）。

◦血液のpHは、〔5　　　　　　〕～〔6　　　　　　〕の弱アルカリ性に調整
されている（酸塩基平衡）。

細胞内液

細胞内液（血球細胞） 細胞外液（［2　　　　］）

【血液】

細胞外液
（［1　　　　　］）

   図１　体液の位置づけ   

pHとは酸性・アルカリ性の度合いを示す指数で、水素イオン濃度指数ともよばれる。水素
イオン（H＋）濃度が10−7（mol/L）のときpHが７の中性である。これよりH+が多い溶液は酸
性でpHは7より小さく、H＋が少ない溶液はアルカリ性でpHは7より大きい。体液のpHが
正常範囲より酸性に傾くことをアシドーシス、アルカリ性に傾くことをアルカローシスという。

体液のなかの血液の位置づけ 学習日： 　　月　　 日

		生物の最小単位である細胞は、細胞外から栄養と酸素を取り込み、代
たい

謝
しゃ
（第６章参照）という化学反応をとおして生命維持に必要なエネル
ギーを生成し、不要な代謝産物を細胞外に排出しています。宅配車が
商品を届け、ごみ収集車が不要物を回収するように、個々の細胞に必
要な物質を届け、不要になったものを運び出すトラックの役割を果た
すのが血液です。

	血液には様々な細胞（血
けっ
球
きゅう
）が含まれています。国の軍隊が国外の敵

から国民を守り、警察が街を巡回し事件が起きれば犯人を捕まえることで、私たちが安心して生活で
きているように、血球の一部は私たちを病気から守ってくれています。

I n t r o d u c t i o n

血液は体内の物資を運ぶトラック

第2章

M e m o

   表　体内の水分   

細胞内液
細胞外液

間質液
管腔内液

血漿
リンパ
脳脊髄液

なぞって塗ってみよう！
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▲  血液の量と成分（図２）

◦血液は体重の約13分の１（あるいは〔7　　　〕％）を占めるので、体重
60kgの人の血液量は約５Lである。

◦血液は〔8　　　　　〕という細胞と〔9　　　　　〕という液体からなる。
◦血

け っ

漿
しょう

に溶解している成分で最も多いのは〔�　　　　　　　　〕である。

▲  血漿たんぱく質と膠質浸透圧（図３、４）

◦血漿たんぱく質（アルブミン、グロブリン、フィブリノゲン）の大部分は�

〔⓬　　　　　〕で生成され、最も多いのは〔⓭　　　　　　　　〕である。
◦毛細血管を通過〔⓮　できる　・　できない　〕血漿たんぱく質は間質液より
〔⓯　多い　・　少ない　〕ので、濃度差をなくすために血漿たんぱく質は間
質液から水を引っ張り、血管内に水分を保持する〔⓰　　　　　　　　〕を発
生させる。

◦グロブリンはα
アルファ

1、α2、β
ベータ

、γ
ガンマ

-グロブリンに分かれ、そのうちγ-グロブリ

ンは免疫グロブリンともよばれ、〔⓱　　　　　〕として生
せ い

体
た い

防
ぼ う

御
ぎ ょ

に関与する。

◦フィブリノゲンは〔⓲　　　　　　〕の凝
ぎょう

固
こ

に関与する。血漿からフィブリノ

ゲンを除いたものを〔⓳　　　　　　〕という。

血漿（55～60%）
水

イオン：Na+、K+、Ca2+、Cl-、HCO3
-

ガス：O2、CO2

有機化合物
　・老廃物：尿素、尿酸
　・ビタミン、ホルモン
　・脂質：中性脂肪、コレステロール
　・糖質：グルコース（血糖）
　・たんぱく質：アルブミン
　　　　　　　グロブリン
　　　　　　　フィブリノゲン＊

血球（40～45%）

赤血球

白血球と血小板

血清
血液のうち、細胞（血
球）が占める割合を

〔 　　　　　　　
　　　〕という。


   図２　血液の成分   ＊フィブリノゲンは血清に含まれない

浸透圧

ある物質が通過できない膜で仕切られている２つの溶液間で
濃度差があるとき、濃度差をなくすために、高濃度の溶液が
低濃度の溶液から水を引っ張る力を「浸透圧」という。

膠質浸透圧

たんぱく質
イオン
グルコース
アミノ酸

   図３　浸透圧をもつ物質と浸透圧   

細胞膜

浸透圧

たとえば海水を飲むと、血漿、続いて間質液のNa+ 濃度が上昇し、
細胞から水を引っ張るため、細胞は脱水状態に陥る。

細胞内液

水 水

Na+

Na+

Na+

たんぱく質

毛細血管壁

膠質浸透圧

間質液

水 水

Na+ Na+

Na+

Na+

血漿

たんぱく質

たんぱく質

   図４　体液間ではたらく浸透圧   

M e m o

アルブミンの量
は栄養状態の
指標にもなるん
だよ

・ Na＋… ナトリウムイオン
・ K＋… カリウムイオン
・ Ca2＋… カルシウムイオン
・Cl－…塩化物イオン
・ HCO3

－…炭酸水素イ  
オン（重炭酸イオン）
だよ！ 覚えようね

なぞって塗ってみよう！

415—Vol.41 No.6  2020-5 増  Clinical Study　15

CS2020_05増_P014-023_2章_血液と生体防御.indd   15 2020/04/01   19:22


	CONTENTS
	本書の特徴と使い方
	学習計画表
	人体M A P
	第1章 細胞・組織
	第2章 血液と生体防御
	第3章 循環器系
	第4章 呼吸器系
	第5章 消化器系
	第6章 代謝
	第7章 体温
	第8章 泌尿器系
	第9章 神経系
	第10章 感覚器系
	第11章 運動系
	第12章 内分泌系
	第13章 生殖器系
	看護師国家試験・過去問
	ふろく 別冊解答



